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第
二
章　

工
事
の
内
容

　
　

第
一
節　

工
事
の
経
過
と
修
理
方
針

　
　
　

一　

工
事
に
至
る
ま
で
の
経
過

　
　
　

二　

修
理
方
針

　
（
一
）
半
解
体
修
理

　
（
二
）
基
礎
工
事

　
（
三
）
揚
屋
工
事

　
（
四
）
木 

工 

事

　
（
五
）
屋
根
工
事

　
（
六
）
建
具
工
事

　
（
七
）
雑 

工 

事

　
（
八
）
構
造
補
強
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三　

工
事
の
経
過

　
（
一
）
経
過
の
大
要

　
（
二
）
事
業
工
程
抄

○ 

平
成
二
一
年
三
月
二
五
日　

起
工
奉
告
祭
斎
行

○ 

平
成
二
一
年
十
一
月
二
十
日　

地
鎮
祭
を
斎
行

24　基礎補強図
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○ 

平
成
二
二
年
四
月
二
五
日　

第
一
回　

工
事
現
場
公
開
見
学
会

主　

催公
開
の
方
針

 
当
日
の
施
工
工
程

見
学
会
運
営
分
担

挨　

拶

日　

程

○ 

平
成
二
二
年
九
月
二
日　

上
棟
祭
を
斎
行

○ 

平
成
二
二
年
十
月
十
七
日
・
第
二
回　

工
事
現
場
公
開
見
学
会

主　

催

25　見学会（趣旨説明）

26　見学会　工事現場の見学

27　上棟祭

28　見学会（趣旨説明）
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公
開
の
方
針

当
日
の
施
工
工
程

見
学
会
運
営
分
担

挨　

拶

日　

程

○ 

平
成
二
三
年
三
月
十
一
日　

東
日
本
大
震
災
の
発
生

○ 

平
成
二
三
年
六
月
二
七
日　

完
成
検
査

　
　
　

四　

工
事
の
組
織

29　震災による石灯籠の倒壊

30　震災による石玉垣の倒壊
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第
二
節　

工
事
事
務
と
事
業
費

　
　
　

一　

工
事
事
務

　

①　

工
事
運
営
の
基
準

　

②　

工
事
組
織

　

③　

帳　
　

簿

　

④　

記
録
作
成

　

⑤　

計
画
変
更

　

⑥　

竣　
　

工
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二　

事
業
費
精
算
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第
三
節　

工
事
の
実
施
仕
様

　
　
　

一　

通　
　

則

①　

総　
　

則

②　

材
料
検
収

③　

材
料
保
管

④　

施
工
図
・
原
寸
図
・
型
板

⑤　

基
準
尺
度

⑥　

特
記
事
項

　
　
　

二　

仮
設
工
事
（
損
料
）

①　

仮
設
計
画

②　

構　
　

造

③　

材　
　

料
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④　

素
屋
根
（
軒
足
場
・
仮
屋
根
）

⑤　

外･

内
部
足
場
（
移
動
）

⑥　

古
材
保
存
小
屋
・
工
作
小
屋

⑦　

監
督
員
詰
所
、
現
場
事
務
所
、
作
業
員
休
憩
所
、
資
材
倉
庫
、
便
所

⑧　

仮
囲
い

⑨　

水
盛
遣
形

⑩　

玉
垣
の
撤
去
・
復
旧

⑪　

周
囲
の
施
設
移
動
、
樹
木
移
植･

養
生
、
運
搬
仮
設
道
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⑫　

共
通
仮
設
物

⑬　

危
害
の
防
止

　
　
　

三　

解
体
工
事

①　

解
体
範
囲

②　

準　
　

備

③　

養　
　

生

④　

解
体
お
よ
び
調
査

⑤　

運
搬
お
よ
び
古
材
整
理

⑥　

発
生
材
処
分

⑦　

電
灯
・
自
火
報
設
備
等
の
取
り
外
し

⑧　

特
記
事
項
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四　

揚
屋
工
事

①　

計　
　

画

②　

準　
　

備

③　

揚
げ
・
降
ろ
し

　
　
　

五　

床
下
発
掘
調
査

①　

概　
　

要

32　揚屋工事　揚屋完了

34　揚屋工事　旧位置復旧

31　揚屋工事　柱根搦み養生準備

33　揚屋工事　工具取付
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六　

基
礎
工
事

①　

計　
　

画

②　

旧
石
取
外
し

③　

補
足
石
材

④　

地
中
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
版

⑤　

柱
礎
石
・
縁
束
石
・
大
引
束
石
据
付
け

⑥　

狭
間
石
、
雨
落
葛
石
・
同
縁
石
、
向
拝
敷
石
据
付
け
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35　基礎工事　コンクリート基礎版の配筋

36　基礎工事　基礎コンクリートの打設
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⑦　

縁
下
、
内
部
床
下
仕
上
げ

⑧　

埋
戻
、
残
土
処
分

　
　
　

七　

木 

工 

事

①　

計　
　

画

②　

再
用
材

③　

取
替
材

④　

鉄　
　

材

⑤　

繕　
　

い

⑥　

新
材
加
工

⑦　

古
色
塗
り

⑧　

烙
印
押
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⑨　

木
部
防
腐
・
防
蟻
処
理

⑩　

組
立
お
よ
び
補
強

⑪　

特
記
事
項

　
　

八　

屋
根
工
事

①　

計　
　

画

②　

土
居
葺

③　

こ
け
ら
下
軒
付
積

④　

こ
け
ら
上
軒
付
積

⑤　

銅
板
葺
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九　

建
具
工
事 

①　

計　
　

画

②　

材　
　

料 

③　

新
規
作
製
（
半
蔀
戸
）

④　

桟
唐
戸
補
修

⑤　

引
分
格
子
戸

⑥　

古
色
塗

⑦　

建
て
込
み
・
調
整
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一
〇　

雑 
工 

事

①　

錺
金
具

②　

彫
刻
渦
の
墨
差
し

③　

防
蟻
土
壌
処
理

④　

電
灯
設
備
復
旧

⑤　

自
動
火
災
報
知
設
備
復
旧

⑥　

軒
下
周
囲
排
水
設
備
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第
四
節　

補
強
の
内
容

　
　
　

一　

基
礎
地
盤
の
補
強

①　

目　
　

的

②　

各
石
の
据
付

③　

土
台
と
の
緊
結

　
　
　

二　

床
組
の
補
強

①　

目　
　

的

＝床組補強の大引束
＝床組補強の大引貫

38　土台・火打補強平面図 37　基礎配筋断面図
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②　

床
組
の
補
強

大
引
の
加
入

大
引
束
の
加
入

　
　
　

三　

筋
違
の
加
入

①　

目　
　

的

②　

幣
殿
両
脇
の
下
屋
の
整
備

壁
体
の
増
設

壁
体
の
構
造

　
　
　

四　

建
具
形
状
の
変
更
に
よ
る
補
強

①　

目　
　

的

②　

建
具
の
厚
さ
増
し
、
取
付
け
を
堅
固
と
し
た
。

建
具
部
材
の
厚
を
増
す

取
付
け
金
物
の
補
強



36

　

第
三
章　

調　

査　

事　

項

　
　

第
一
節　

修
理
前
の
破
損
調
査

　
　
　

一　

概　
　

要

　
　
　

二　

基　
　

礎

周
囲
地
盤

基
礎

雨
落
縁
石

向
拝
敷
石

　
　
　

三　

軸　
　

部

土
台

向
拝
礎
盤

側
柱
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39　修理前　屋根銅板葺（向拝東面）

41　修理前　背面軒先の腐朽

43　修理前　隅高欄の破損

40　修理前　向拝部

42　修理前　背面軒内部の腐朽
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内
部
丸
柱

床
組
材

根
貫
・
内
法
貫

虹
梁
・
組
物
・
丸
桁

　
　
　

四　

軒
廻
り
と
妻
飾
り

軒
先
の
不
陸

化
粧
隅
木

茅
負
・
布
裏
甲

化
粧
軒
裏

向
拝
軒
材

入
母
屋
妻
飾
り

　
　
　

五　

小
屋
組
と
屋
根

小
屋
組

軒
付
銅
板
包
み
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44　解体　屋根銅板葺の解体（正面向拝）

45　解体　屋根銅板葺の下に残るこけら葺
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46　解体　銅板包の下のこけら葺47　解体　西妻の鬼板

50　解体　向拝唐破風の箱棟51　解体　妻飾りに残るこけら軒付積

49　解体　幣殿の箱棟 48　解体　向拝唐破風棟の鬼板
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52　解体　こけら葺撤去後の野地（谷部分）53　解体　こけら葺撤去後の野地（西側背面）

56　解体　化粧軒の部分解体57　解体　谷部の小屋材の腐朽

55　解体　野地板解体後の野垂木の配置 54　解体　野垂木解体後の小屋
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屋
根
銅
板
葺

箱
棟

鬼
板

　
　
　

六　

造
作
と
建
具

戸
口
・
建
具

内
法
・
長
押

天
井

廻
縁
・
脇
障
子

木
階
・
高
欄

　
　

第
二
節　

後
世
の
修
理
と
改
変

　
　
　

一　

修
理
の
概
要

記
録
に
残
る
修
理
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二　

修
理
の
内
容

　
（
一
）
明
治
以
前
の
修
理

屋
根
修
理

そ
の
他
の
修
理

　
（
二
）
明
治
四
年
（
一
九
二
九
）
の
修
理

記
録

　
（
三
）
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
の
修
理

拝
殿
・
幣
殿
の
床
組
改
修

幣
殿
両
脇
間

58　変遷図　江戸時代末期（推定）

60　変遷図　現状

59　変遷図　明治 32年頃
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（
四
）
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
の
修
理

屋
根
修
理

　
（
五
）
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
の
修
理

屋
根
・
軒
付
銅
板
葺

箱
棟
・
鬼
板
銅
板
包
み

箱
棟
樋
棟
木
先
端
の
包
金
具
の
撤
去

　
（
六
）
昭
和
年
代
の
修
理

幣
殿
背
面
の
ガ
ラ
ス
戸

幣
殿
格
天
井
の
修
理

拝
殿
背
面
両
脇
間
と
幣
殿
両
脇
間
の
建
具
撤
去

　
（
七
）
平
成
年
代
の
修
理

幣
殿
物
入
れ
の
修
理

そ
の
他

　
　

第
三
節　

形
式
技
法
の
調
査

　
　
　

一　

位
置
と
平
面
の
形
式

　
（
一
）
拝
殿
・
幣
殿
の
位
置

　
（
二
）
平
面
の
形
式

複
合
形
の
平
面
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拝
殿

幣
殿

　
（
三
）
平
面
柱
間
の
寸
法

①　

拝　
　

殿

桁
行
柱
間
寸
法

梁
間
柱
間
寸
法

向
拝
の
梁
間
柱
間
寸
法

向
拝
の
桁
行
柱
間
寸
法

②　

幣　
　

殿

梁
間
柱
間
の
寸
法
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64　向拝の現状敷石図

61　向拝の礎石

62　拝殿の礎石

63　縁束礎石

60

60 10
5

400
455

平 面 図 側 面 図

330
360

60

平 面 図 側 面 図

215
245

60

20 75

平 面 図 側 面 図
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梁
間
柱
間
寸
法

③　

幣
殿
の
両
側
下
屋

柱
間
の
寸
法

④　

廻
り
縁

縁
束
の
出

各
縁
束
間
の
寸
法

　
　
　

二　

基　
　

礎

　
（
一
）
地
盤
と
基
礎

　
（
二
）
柱
の
礎
石

①　

礎
石
の
位
置

向
拝

拝
殿

幣
殿

②　

礎
石
の
形
状

向
拝
の
柱
礎
石

拝
殿
側
柱
礎
石
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幣
殿
礎
石

※　

 

柱
礎
石
上
端
の
方
形
穴
の
考
察

③　

礎
石
の
地
業

向
拝
の
柱
礎
石

拝
殿
・
幣
殿
の
柱
礎
石

　
（
三
）
そ
の
他
の
礎
石

①　

縁
束
石

形
状
と
材
質

地
業
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②　

大
引
束
石

形
状
と
材
質

地
業

③　

そ
の
他
の
礎
石

後
設
の
礎
石

　
（
四
）
雨
落
石
と
敷
石

①　

雨
落
石

施
工
の
位
置

形
状
と
材
質

地
業

②　

向
拝
の
敷
石

向
拝
柱
内
側

向
拝
柱
外
側

地
業



50

　
（
五
）
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
版
に
よ
る
補
強

基
礎
補
強
地
業

縁
下
モ
ル
タ
ル
仕
上
げ

　
　
　

三　

軸　
　

部

　
（
一
）
土　
　

台

①　

配　
　

置

拝
殿
の
土
台

幣
殿
の
土
台

67　土台の腐朽

68　土台の隅留仕口

－当初の土台
－後補の土台

①  現状土台の後補位置図

65　向拝柱の下礎盤

66　土台位置図
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②　

工　
　

法

形
状
寸
法
と
材
質

継
手
と
仕
口

床
下
腰
板
の
溝
穴

③　

取
付
け
の
補
強

　
（
二
）
礎　
　

盤

形
状
と
材
質

柱
と
礎
石
と
の
仕
口

　
（
三
）
柱

①　

拝
殿
向
拝
柱

形
状
と
材
質

加
工
と
仕
口
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②　

側
廻
の
角
柱

形
状
と
寸
法

他
材
と
の
仕
口

③　

側
廻
り
丸
柱

位
置

形
状
と
寸
法

工
法
と
仕
口

今
回
の
根
継
修
理
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69　内部丸柱修理図と写真

修理前の腐朽

根継補修

正面

側面
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（
四
）
床
組
と
床
板

①　

拝　
　

殿

床
組

床
板
の
高
さ

明
治
期
の
改
造

足
固
材

大
引
と
根
太

実
施
の
工
法
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②　

幣　
　

殿

床
組

明
治
期
の
改
造

70　拝殿床組の現状

71　幣殿床組の現状

72　拝殿の足固と敷居に残る痕跡

73　幣殿の床高の痕跡
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足
固
材

大
引
と
根
太

実
施
の
工
法

98
5

60

10
42

98
5 10
40

改造の床

現 状 図

74 拝殿床板高さの実施図

仮設設置の床

当初復元の床

実 施 図

　　74　拝殿床板高さの実施図
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（
五
）
根
貫
・
内
法
貫
・
頭
貫

①　

根　
　

貫

位
置

寸
法
と
工
法

②　

内
法
貫

位
置

寸
法
と
工
法

③　

頭　
　

貫

位
置

寸
法
と
工
法

　
（
六
）
長　
　

押

①　

切
目
長
押

拝
殿
の
切
目
長
押
の
位
置

寸
法
と
工
法

背
面
の
取
付
け
跡

幣
殿
長
押
の
位
置

寸
法
と
工
法
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②　

内
法
長
押

拝
殿
長
押
の
位
置

寸
法
と
工
法

幣
殿
長
押
の
位
置

寸
法
と
工
法

　
（
七
）
舟
肘
木

①　

拝
殿
舟
肘
木

位
置

寸
法
と
工
法

②　

幣
殿
舟
肘
木

位
置
と
工
法
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（
八
）
小
壁
板

①　

拝　
　

殿

位
置

寸
法
と
工
法

②　

幣　
　

殿

位
置

寸
法
と
工
法

　
　
　

四　

虹
梁
と
組
物

　
（
一
）
向
拝
の
虹
梁

①　

向
拝
正
面
の
虹
梁

位
置

寸
法
と
技
法

虹
梁
鼻
の
木
鼻

②　

向
拝
側
面
の
繋
虹
梁

位
置

寸
法
と
技
法

75　隅柱上の丸桁と舟肘木

76　柱上の舟肘木
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虹
梁
鼻
の
木
鼻

　
（
二
）
側
柱
筋
の
虹
梁

①　

正
面
中
央
柱
間
の
虹
梁

位
置

形
状

寸
法
と
技
法

②　

幣
殿
境
の
虹
梁

位
置

寸
法
と
技
法

③　

幣
殿
背
面
の
虹
梁

位
置

寸
法
と
技
法

　
（
三
）
内
部
の
虹
梁

①　

拝
殿
中
央
間
の
大
虹
梁

位
置

寸
法
と
技
法
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（
四
）
向
拝
の
組
物

①　

向
拝
柱
頭
部
の
組
物

位
置

寸
法
と
技
法

②　

拝
殿
境
柱
上
の
向
拝
側
の
組
物

位
置

寸
法
と
技
法

③　

向
拝
正
面
の
中
間
の
組
物

位
置

寸
法
と
技
法

中
備

　
（
五
）
拝
殿
中
央
間
周
囲
の
組
物

①　

丸
柱
上
の
内
側
の
組
物

位
置

寸
法
と
技
法

②　

虹
梁
上
の
中
間
の
組
物

位
置
と
形
式

寸
法
と
技
法

大
斗

枠
肘
木

巻
斗

拳
鼻
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78　幣殿前虹梁

80　拝殿内部組物

82　拝殿内部組物拳鼻

84　向拝頭貫の木鼻

77　拝殿大虹梁

79　向拝繋虹梁と欄間

81　拝殿内部蟇股

83　向拝虹梁木鼻



63

実
肘
木

③　

中
備
の
蟇
股

位
置

寸
法
と
技
法

　
　
　

五　

軒
廻
り
と
妻
飾
り

　
（
一
）
拝
殿
・
幣
殿
の
軒
廻
り

①　

軒
廻
り
の
形
式
と
軒
の
出

軒
廻
り
の
形
式

軒
廻
り
の
部
材

垂
木
の
枝
割
り
寸
法
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幣
殿
背
面
の
垂
木
枝
割
り

軒
先
の
配
付
垂
木

②　

各
部
材
の
寸
法
と
工
法

拝
殿
の
丸
桁

幣
殿
丸
桁

化
粧
垂
木
の
寸
法

軒
の
出
と
化
粧
垂
木
の
勾
配
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化
粧
垂
木
の
取
付
け
工
法

・
丸
桁
と
の
取
付

・
茅
負
と
の
取
付

・
垂
木
掛
と
の
取
付



66

85　茅負の補修86　向拝唐破風軒廻材の補修

89　裏甲の取付１90　裏甲の取付２

88　裏甲の補修 87　茅負の取付
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91　施工　軒廻り補修１

92　施工　軒廻り補修２
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93　施工　小屋組補修１

94　施工　小屋組補修２
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化
粧
隅
木
（
出
隅
木
）

化
粧
隅
木
（
入
隅
木
）

茅
負

布
裏
甲

　
（
二
）
向
拝
の
軒
廻
り

①　

軒
廻
り
の
形
式
と
軒
の
出

軒
廻
り
の
形
式

軒
廻
り
の
部
材
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垂
木
の
枝
割

向
拝
丸
桁

垂
木
掛
の
工
法

②　

軒
唐
破
風

部
材
と
工
法

菖
蒲
桁

唐
破
風
の
茨
垂
木

　
（
三
）
入
母
屋
妻
飾
り

①　

入
母
屋
妻
飾
り
の
位
置

両
側
面
の
入
母
屋
破
風

正
面
の
入
母
屋
破
風

背
面
の
入
母
屋
破
風
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②　

正
面
入
母
屋
妻
飾
り

形
式
と
技
法

寸
法
と
工
法



72

95　西側面妻飾り

97　西側面妻飾り懸魚98　西側面妻飾り細部

96　背面妻飾り
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③　

両
側
面
入
母
屋
妻
飾
り

形
式
と
技
法

寸
法
と
工
法
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④　

背
面
入
母
屋
妻
飾
り

形
式
と
技
法

寸
法
と
工
法
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99　正面の入母屋妻飾図

101　背面の入母屋妻飾図

100　側面の入母屋妻飾図
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⑤　

各
妻
飾
り
の
特
徴
と
比
較

正
面
入
母
屋
妻
飾
り

　

表
一　

形
式
・
寸
法
比
較
表

両
側
面
入
母
屋
妻
飾
り
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背
面
入
母
屋
妻
飾
り

　
　
　

六　

小 

屋 
組

　
（
一
）
概　
　

要

①　

小
屋
組
の
形
態

全
体
の
小
屋
組

②　

小
屋
組
の
規
模

棟
木
の
高
さ

屋
根
の
勾
配

今
回
の
施
工
範
囲

　
（
二
）
土
居
桁
と
梁

①　

土
居
桁

位
置
と
工
法

寸
法
と
技
法

②　

各　
　

梁

小
屋
大
梁

中
引
梁

小
屋
梁



78

　
（
三
）
小
屋
束
割
り

拝
殿
桁
行

拝
殿
梁
間

幣
殿
の
小
屋
束
割

向
拝
部
の
小
屋
束
割

　
（
四
）
小
屋
束
と
小
屋
貫

小
屋
束

小
屋
貫

　
（
五
）
桔　
　

木

配
置

寸
法
と
技
法

　
（
六
）
野　
　

地

野
垂
木

野
地
板
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102　小屋組立と野垂木取付け

103　野地板取付と土居葺
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屋
根
勾
配
と
野
弛
み

　
　
　

七　

屋　
　

根

　
（
一
）
屋
根
の
形
式

①　

拝　
　

殿

拝
殿
の
主
屋
根

拝
殿
の
向
拝
屋
根

②　

幣　
　

殿

幣
殿
の
屋
根

幣
殿
脇
間
屋
根

　
（
二
）
軒　
　

付

①　

軒
先
の
軒
付

現
状
の
工
法

施
工

②　

向
拝
の
軒
付

現
状
の
工
法
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104　屋根工事　向拝唐破風下軒付の蛇腹板取付105　屋根工事　向拝下軒付蛇腹板取付（隅部）

108　屋根工事　向拝唐破風の野地作り109　屋根工事　向拝軒付の上軒銅板下地

107　屋根工事　 向拝下軒のこけら積 106　屋根工事　向拝軒付の完了
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110　屋根工事　軒付銅板包（平部）

112　屋根工事　軒付銅板包と屋根平葺

111　屋根工事　軒付銅板包（隅部）
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113　屋根工事　銅板葺（向拝入母屋）

114　屋根工事　向拝唐破風銅板葺
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銅
板
葺
以
前
の
工
法

施
工

③　

入
母
屋
の
軒
付

現
状
の
工
法

銅
板
葺
以
前
の
工
法

施
工

　
（
三
）
屋
根
葺

①　

現
状
の
銅
板
葺

拝
殿
・
幣
殿

向
拝
の
唐
破
風
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②　

以
前
の
こ
け
ら
葺

拝
殿
・
幣
殿

向
拝
唐
破
風

③　

実
施
の
銅
板
葺

　
（
四
）
品
軒
・
箱
棟
と
鬼
板

①　

品　
　

軒

現
状
の
工
法

銅
板
葺
以
前
の
工
法

施
工

②　

箱　
　

棟

現
状
の
工
法

銅
板
包
以
前
の
工
法

施
工

③　

鬼　
　

板

現
状
の
工
法

以
前
の
工
法
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施
工

　
　
　

八　

縁
廻
り
と
木
階

　
（
一
）
概　
　

要

木
階

登
高
欄

正
面
と
両
側
面
の
縁

縁
高
欄

　
（
二
）
廻
り
縁

①　

部
材
と
寸
法

縁
高
と
縁
の
出

縁
束

縁
葛

縁
隅
叉
首

縁
繋
・
縁
根
太

縁
板



87

　
（
三
）
縁
高
欄

①　

形
式
と
規
模

形
式

規
模

②　

寸
法
と
技
法

擬
宝
珠
柱

地
覆

平
桁

架
木

斗
束

而　

束

　
（
四
）
正
面
木
階

形
式
と
規
模

木
階
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簓
桁

　
（
五
）
正
面
登
高
欄

形
式
と
規
模

擬
宝
珠
柱

高
欄
部
材

　
（
六
）
脇
障
子

位
置
と
形
式

寸
法
と
技
法

　
（
七
）
背
面
縁
と
木
階

概
要

形
式

＝水作り出し材

115　向拝登高欄図
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九　

戸
口
と
建
具

　
（
一
）
正
面
中
央
間
の
双
折
桟
唐
戸

①　

戸　
　

口

形
式

寸
法

②　

双も
ろ
お
れ折
桟
唐
戸

形
式

寸
法

戸
締
ま
り
に
つ
い
て
の
考
察

③　

内
側
格
子
戸

形
式

寸
法
と
技
法
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（
二
）
両
側
面
中
央
間
の
両
開
桟
唐
戸

①　

戸　
　

口

形
式

寸
法

②　

両
開
桟
唐
戸

形
式

寸
法
と
技
法

　
（
三
）
拝
殿
側
廻
り
の
半
蔀
戸

①　

戸　
　

口

位
置
と
形
式

寸
法

②　

半
蔀
戸

形
式

寸
法

　
（
四
）
幣
殿
背
面
中
央
間
の
ガ
ラ
ス
戸

①　

戸　
　

口

位
置
と
形
式

②　

建　
　

具

現
状
建
具
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旧
状
建
具

　
（
五
）
建
具
の
な
い
戸
口

①　

背
面
中
央
間
（
幣
殿
境
）
の
戸
口

形
式

寸
法

建
具
の
考
察

②　

拝
殿
背
面
両
脇
間
の
戸
口

位
置
と
形
態

③　

幣
殿
両
脇
間
の
戸
口

位
置
と
形
態

　
　
　

一
〇　

造　
　

作

　
（
一
）
格
天
井

①　

拝
殿
中
央
部

位
置
と
形
式

割
付
と
寸
法
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②　

拝
殿
両
脇
間

位
置
と
形
式

割
付
と
寸
法

③　

幣
殿
内
部

位
置
と
形
式

割
付
と
寸
法

④　

向
拝
内
部

位
置
と
形
式

割
付
と
寸
法

　
（
二
）
向
拝
欄
間

位
置
と
形
式

寸
法
と
工
法

　
　
　

一
一　

発
見
番
付

　
（
一
）
発
見
番
付
の
概
要

①　

墨
書
番
付
の
発
見
位
置

解
体
材
と
部
材
の
外
面

解
体
材
の
番
付

解
体
し
な
い
材
の
番
付
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②　

墨
書
番
付
の
時
期

ほ
と
ん
ど
が
当
初

③　

墨
書
番
付
の
形
式

軸
部
材

軒
廻
り
の
茅
負
・
裏
甲
材

縁
束
・
高
欄
材

小
屋
組
材

　
（
二
）
軸
部
の
当
初
の
番
付

①　

軸
部
材
の
墨
書
番
付

大
引
束
面
の
番
付

②　

根
貫
面
の
番
付

拝
殿
正
面
柱
通
り
と
背
面
柱
通
り

拝
殿
東
側
柱
通
り
と
西
側
柱
通
り

拝
殿
内
部
桁
行
柱
通
り
と
梁
間
柱
通
り

幣
殿
側
面
柱
通
り
と
背
面
柱
通
り

幣
殿
内
部
柱
通
り

③　

ま
と
め

発
見
さ
れ
な
い
番
付
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番
付
の
形
式

　
（
三
）
軒
廻
り
の
茅
負
・
裏
甲
材

①　

茅
負
の
番
付
と
墨
書

概
要

拝
殿
東
側
面
の
茅
負

拝
殿
背
面
の
東
方
の
茅
負

幣
殿
東
面
の
茅
負

幣
殿
背
面
の
茅
負

そ
の
他
茅
負
の
墨
書

②　

裏
甲
の
番
付
と
墨
書

概
要

拝
殿
正
面
東
方
の
裏
甲

拝
殿
東
側
面
の
裏
甲

拝
殿
背
面
東
方
の
裏
甲

幣
殿
東
側
面
の
裏
甲

幣
殿
背
面
の
裏
甲

幣
殿
西
側
面
の
裏
甲

拝
殿
背
面
西
方
の
裏
甲

拝
殿
西
側
面
の
裏
甲

向
拝
西
側
面
の
裏
甲

③　

ま
と
め

方
位
の
墨
書
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番
付
の
墨
書

裏
甲
で
の
番
付
の
考
察

116　軸部の発見番付と想定番付図

118　裏甲の発見番付と想定番付図

117　縁廻りの発見番付と想定番付図
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（
四
）
縁
廻
り
高
欄
材
の
墨
書
番
付

①　

概　
　

要

番
付
の
箇
所

縁
廻
材
（
主
と
し
て
縁
葛
と
隅
叉
首
）

高
欄
材
の
番
付

②　

縁
廻
材
の
番
付

〈
正
面
東
寄
り
か
ら
東
側
面
〉

縁
葛
の
方
位
墨
書

縁
繋
材
の
方
位
墨
書

東
側
縁
葛
の
位
置
番
付

正
面
の
縁
葛
の
位
置
番
付

発
見
番
付
位
置
か
ら
の
考
察

〈
正
面
西
寄
り
か
ら
西
側
面
〉

縁
葛
の
方
位
墨
書

正
面
縁
葛
の
位
置
番
付

正
面
縁
繋
の
位
置
番
付

西
側
面
縁
葛
の
位
置
番
付

西
側
縁
繋
の
位
置
番
付

発
見
番
付
位
置
か
ら
の
考
察

③　

ま
と
め
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④　

高
欄
材
の
番
付

正
面
東
寄
り
か
ら
東
側
面

正
面
西
寄
り
か
ら
西
側
面

　
（
五
）
小
屋
材
の
墨
書
番
付

①　

概　
　

要

〈
発
見
墨
書
の
種
類
〉

②　

番
付
の
あ
る
小
屋
束
の
位
置

桁
行
小
屋
束
の
位
置

梁
間
小
屋
束
の
位
置

小
屋
貫
面
の
番
付

②　

小
屋
組
の
位
置
番
付

番
付
の
起
点

番
付
の
形
式

②　

桁
行
の
発
見
番
付
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③　

梁
間
の
発
見
番
付

119　小屋組の発見番付と想定番付図
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④　

発
見
さ
れ
な
い
番
付
に
つ
い
て

桁
行
の
番
付

梁
間
の
番
付

⑤　

ま
と
め

当
初
の
番
付

⑥　

墨
書
番
付
の
ま
と
め

柱
位
置
で
の
軸
部
番
付
の
付
け
方

軒
廻
り
（
裏
甲
）

部
材
独
自
の
番
付
の
付
け
方

高
欄
材

小
屋
材

　
　

第
四
節　

改
変
の
調
査

　
　
　

一　

概　
　

要
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二　

床　
　

組

　
（
一
）
改
変
の
理
由

　
（
二
）
改
変
の
工
法

床
組
の
改
変

床
板
の
取
替
え
と
板
面
の
嵩
上
げ

　
　
　

三　

拝
殿
両
脇
背
面
と
幣
殿
脇
間

　
（
一
）
拝
殿
両
脇
背
面
の
物
入

現
状
の
形
態

何
時
作
ら
れ
た
か

当
初
の
形
式
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（
二
）
幣
殿
両
脇
間
外
面
の
物
入

現
状
の
形
態

現
状
以
前
の
形
態

当
初
の
形
態

　

第
五
節　

墨
書
・
刻
銘
と
史
料

　
　
　

一　

概　
　

要

建
立
時
の
墨
書
等

墨
書
と
刻
銘

　
　
　

二　

墨
書
と
刻
銘
の
内
容

　
（
一
）
年
紀
の
あ
る
部
材

①　

高
欄
擬
宝
珠
の
刻
銘

・
縁
高
欄
擬
宝
珠
（
西
）

・
縁
高
欄
擬
宝
珠
（
東
）

120　擬宝珠刻銘①
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・
登
高
欄
擬
宝
珠
（
西
）

・
登
高
欄
擬
宝
珠
（
東
）

②　

向
拝
唐
破
風
箱
棟
胴
板
裏
面
墨
書

　
（
二
）
奉
納
額
の
調
査

①　

額
の
概
要
と
所
在
の
場
所

概
要

121　擬宝珠刻銘②

122　向拝箱棟胴板墨書123　幣殿内部後方の社号額
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表
二　

掲
げ
た
場
所
と
概
要
一
覧

②　

幣
殿
内
部
後
方
の
社
号
額

製
作
年
月
と
奉
納
者

形
状
と
工
法

表
面
の
刻
銘

考
察

③　

拝
殿
内
部
後
方
の
社
号
額

製
作
年
月
と
奉
納
者

形
状
と
工
法
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表
面
の
刻
銘

裏
面
の
銘
文

朝
日
奈
泰
来
に
つ
い
て
の
考
察

額
奉
納
者
の
経
緯
に
つ
い
て

③　

拝
殿
外
部
正
面
の
奉
納
額

製
作
年
月
と
奉
納
者

124　拝殿内部後方の社号額（表）125　同右（裏）朱漆書の「寛政四年」の銘文がある
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形
状
と
工
法

表
面
の
刻
銘

裏
面
の
刻
銘
文

考
察

④　

向
拝
外
部
正
面
の
奉
納
額

製
作
年
月
と
奉
納
者

形
状
と
工
法

126　拝殿正面外部の奉納額（上表・下裏）
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表
面
の
書
銘

裏
面
の
書
銘
文

考
察

⑤　

神
社
保
管
の
奉
納
額

製
作
年
月
と
奉
納
者

形
状
と
工
法

表
面
の
書
銘

考
察

127　向拝外部正面の額（上表・下裏）



107

　
（
三
）
年
記
の
な
い
部
材

①　

正
面
双
折
桟
唐
戸
の
縦
框
の
板
溝
内
墨
書

②　

正
面
双
折
桟
唐
戸
の
下
框
裏
面
刻
銘

128　神社保管の奉納額

129　同　銘文

130　墨書の銘文
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三　

墨
書
・
刻
銘
・
奉
納
額
か
ら
の
考
察

当
初
の
番
付
墨
書

社
名
額
・
奉
納
額

向
拝
箱
棟
胴
板
墨
書

高
欄
擬
宝
珠
の
刻
銘

正
面
桟
唐
戸
の
墨
書
と
刻
銘

　
　
　

四　

文
献
資
料

（
一
）　

鎮 

守 

帳
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（
二
）　

宝
永
期
（
一
七
〇
四
〜
一
一
）
頃　

水
戸
領
鎮
守
録

（
三
）　

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
一
一
月

　
　
　

拝
殿
建
立
清
祓
棟
祭
の
た
め
立
札
に
つ
き
願
状

（
四
）　

天
明
六
年
（
一
七
六
八
）
水
府
寺
社
便
覧
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（
五
）
参
考
文
献
資
料
の
考
察

拝
殿
の
建
立

安
永
四
年
建
立
以
前
の
拝
殿
に
つ
い
て

「
前
殿
」
に
つ
い
て
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拝
殿
・
幣
殿
修
理
関
連
年
表

拝
殿
建
立

拝
殿
竣
工
祭

拝
殿
造
立　

大
工
棟
梁
弥
惣
次

拝
殿
修
理

拝
殿
修
理

拝
殿
屋
根
替

拝
殿

拝
殿
床
組
の
改
修
か

屋
根
こ
け
ら
葺
替

拝
殿
屋
根
を
銅
板
で
葺
く

幣
殿

幣
殿
の
格
天
井
の
補
修

拝
殿･

幣
殿
の
物
入
床
の
改
修

幣
殿
の
背
面
の
階
段
改
修

拝
殿




